
活
力
と
快
適
さ
を
持
っ
た

暮
ら
し
の
た
め
に

生
活
・産
業
基
盤
の
整
備
進
む

年
度
末
を
迎
え
、
各
所
で
行
っ
て
い
る
建
設
事

業
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

水
道
関
連
で
は
、
生
活
に
必
要
な
水
を
安
定
供

給
す
る
た
め
に
、
遠
方
監
視
装
置
や
馬
籠
簡
易
水

道
の
改
良
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

青
木
平
地
区
の
ほ
場
整
備
は
、
国
道
下
の
上
平

北
工
区
（
第
2
町
内
会
付
近
）
と
上
平
南
工
区
（
第

3
町
内
会
付
近
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
道
山
口
20
号
線
は
第
5
町
内
会
か
ら
第
6

町
内
会
へ
通
じ
る
道
路
幅
の
狭
い
道
路
で
、
本

年
度
の
工
事
区
間
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
椿
街
道
は
大
沢
川
に
向
か
っ
て
馬

籠
と
山
口
両
側
か
ら
道
路
工
事
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
梨
川
に
南
野
橋
を
架
け
る
（
3
月
予
定
）

た
め
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

馬
籠
公
衆
ト
イ
レ
改
修
や
荒
町
地
内
で
の
旧

中
山
道
特
殊
舗
装
な
ど
、
観
光
関
連
整
備
も
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
補
正
予
算
で
山
口
小
学
校
体
育
館
の
耐

震
化
や
旧
や
ま
ぐ
ち
幼
稚
園
跡
地
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
者
用
住
宅
（
1
棟
・
6
戸
）
建
設
も
着
手

し
て
い
き
ま
す
。

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
用
地

の
提
供
や
工
事
中
の
様
々
な
ご
不
便
な
ど
に
つ

い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成22年3月1日

第 55号

(毎月１日発行)

中津川市

山口総合事務所

(0573)75－2126
馬籠簡易水道浄水場整備

市道山口 20 号線整備
ほ場整備上平北工区



地
域
づ
く
り
審
議
会
で
は
、
今
後
の
10
年
を
見

据
え
た
「
山
口
地
区
地
域
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

山
口
地
区
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
10
年
に
わ

た
っ
て
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
実
績
を
評

価
し
な
が
ら
、
ま

た
、
山
口
、
馬
籠

の
両
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
の

論
議
や
各
地
区
懇

談
会
、
市
政
懇
談

会
、
地
域
か
ら
の

要
望
書
な
ど
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を

踏
ま
え
な
が
ら
、

こ
こ
ま
で

4

回

の
会
議
を
重
ね
て

構
想
を
固
め
て
き

ま
し
た
。

11
月
初
め
か
ら
始
ま
っ
た
計
画
書
づ
く
り
も

終
盤
戦
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
計
画
書
と
し

て
の
体
裁
を
整
え
て
、
年
度
末
に
完
成
の
予
定
で

す
。
ま
た
、
3
月
末
に
は
地
域
づ
く
り
の
提
言
書

と
し
て
、
市
長
へ
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
用
住
宅
を

旧
や
ま
ぐ
ち
幼
稚
園
跡
地
に
建
設

～
山
口
地
域
審
議
会
が

早
期
建
設
を
要
望
～

山
口
地
区
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
低
下
し
、
小
学
校
の

複
式
学
級
化
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
か
ら
、
市
政

懇
談
会
、
女
性
懇
談
会
な
ど
に
お
い
て
若
者
定

住
の
た
め
の
住
宅
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
山
口
地
域
審
議
会
（
鈴

木
茂
喜
会
長
）
は
1
月
20
日
大
山
市
長
に
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
用
住
宅
の
早
期
建
設
を
要
望
し

ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す

鈴木会長から市長に要望書
が手渡されました。



ご

の

け

の

に

為

1
月
28
日
（
木
）
に
峠
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

で
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
『
出
前
講
座
』
と
し

て
実
際
に
耐
震
診
断
を
行
う
岐
阜
県
建
築
士
会

中
津
川
支
部
が
講
師
と
な
っ
て
地
震
に
よ
る
住

宅
の
被
害
、
住
宅
の
耐
震
化
の
方
法
や
、
耐
震
化

の
補
助
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
馬
籠
峠
地
区
内
の
家
屋
が
国
の
有
形

文
化
財
登
録
の
指
定
調
査
が
行
わ
れ
る
の
に
伴

い
、
地
域
の
伝
統
あ
る
街
並
み
を
地
震
か
ら
守
ろ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
耐
震

化
の
プ
ロ
の
話
を
聞
い
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

も
昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
に
被
害
が
集
中
し
ま

し
た
。
ま
ず
は
無
料
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
自
宅

の
安
全
性
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
】
：
無
料
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
の
は

左
記
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
で
す
。

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
木
造
一
戸
建
て
住
宅

②
特
殊
な
建
築
で
な
い
も
の

③
（
店
舗
等
の
併
用
住
宅
の
場
合
）
面
積
の
半

分
以
上
が
居
住
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と

中
津
川
市
で
は
、
今
回
の
よ
う
な
地
域
で
の
出

前
講
座
や
、
無
料
耐
震
診
断
の
受
け
付
け
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
方
は
、
山
口
総
合
事
務
所
地
域
福
祉
課
、
ま

た
は
市
役
所
建
築
住
宅
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
津
川
市
役
所
建
築
住
宅
課


六
六
―
一
一
一
一
（
内
線
二
五
七
）

市
で
は
こ
れ
を
受
け
て
補
正
予
算
に
よ
り

前
倒
し
で
住
宅
建
設
（
1
棟
・
6
戸
）
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
建
設
場
所
は
昨
年

8
月
に
審
議
会
委
員
ら
が
候
補
地
と
し
て
選

定
し
た
旧
や
ま
ぐ
ち
幼
稚
園
跡
地
で
す
。

ま
た
入
居
者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
山
口
地

区
に
定
住
い
た
だ
く
よ
う
、
地
域
と
行
政
が
一

緒
に
な
っ
た
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

施
設
の
概
要
（
予
定
）
【
1
戸
あ
た
り
】

■
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
駐
車
場
2
台
分

■
家
賃
3
万
円
／
月

入
居
の
条
件
（
予
定
）

■
山
口
地
区
外
に
住
ん
で
い
る
（
配
偶
者
ま

た
は
婚
姻
予
定
者
が
い
て
入
居
者
全
員

が
35
歳
以
下
）

■
入
居
期
間
は
5
年
以
内

■
退
去
後
、
山
口
地
区
に
定
住
す
る
こ
と

※
入
居
者
募
集
は
11
月
頃
行
う
予
定
で
す
。

完成イメージ

貴
方
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
？

峠
で
耐
震
化
出
前
講
座
開
設

へー祭り女性委員公募

10 月に開催されるごへー祭り

企画・運営に携わっていただ

る女性委員を公募します。

ごへー焼きの中心である女性

意見を反映させ、地域づくり

繋がる祭りの開催を目指す

の取り組みの一つです。

申し込み締め切り：3 月 19 日

公募人数：若干名

※申し込み多数の場合は、

実行委員会による選考が

あります。

【申し込み】山口総合事務所

担当：石原・畑佐75-2126

熱心に学ぶ峠地区の皆さん



女
性
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
市
長
を

迎
え
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
女
性
懇
談
会
を
、
2

月
9
日
夜
、
山
口
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
坂

下
、
川
上
地

区
と
の
合
同

開
催
と
な
り
、

3
地
区
か
ら

約
50
名
（
山

口
か
ら
は
18

名
）
が
出
席

し
、
女
性
の

視
点
か
ら
各

地
区
が
抱
え

る
問
題
、
課

題
に
つ
い
て

意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
ま

し
た
。

懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
発
言
に
つ
い
て
は
、
聞

き
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う
進
捗
管
理
を
し

て
い
く
と
と
も
に
、
出
来
る
こ
と
か
ら
実
施
を
し

て
い
き
ま
す
。

【
山
口
地
区
に
関
連
す
る
主
な
発
言
、
回
答
は
次

の
通
り
】

・
独
身
男
性
が
親
の
介
護
を
行
う
場
合
、
正
し
い

情
報
が
得
ら
れ
ず
苦
労
が
多
い
の
で
支
援
が

必
要
。

（
回
答
）
調
査
を
し
、
当
事
者
の
方
と
話
を
す
る

機
会
を
設
け
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
見

出
し
て
い
き
た
い
。

・
坂
下
病
院
の
産
婦
人
科
復
活
を
求
め
る
と
と
も

に
、
中
津
川
市
民
病
院
と
の
協
力
体
制
に
よ
り

妊
婦
検
診
を
坂
下
病
院
で
行
う
方
法
な
ど
の

検
討
を
。

（
回
答
）
医
師
の
確
保
は
全
国
的
な
産
科
医
の
減

少
に
よ
り
大
変
厳
し
く
、
大
学
病
院
へ

お
願
い
に
行
く
し
か
な
い
状
況
で
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。
妊
婦

検
診
な
ど
に
つ
い
て
は
資
格
者
の
意

見
を
聞
い
て
、
出
来
る
こ
と
か
ら
組
み

立
て
て
い
き
た
い
。

・
イ
ベ
ン
ト
助
成
金
に
つ
い
て
維
持
存
続
を
。

（
回
答
）
事
後
評
価
を
し
て
一
律
で
は
な
く
応
分

と
し
て
い
き
た
い

・
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
は
各
年
代
の
女
性
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
機
会
が
必
要
。

（
回
答
）
少
子
化
対
策
課
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
を
窓
口
と
し
て
計
画
し
て
い
き

た
い
。

馬
籠
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
馬
籠
区
長
会

馬
籠
観
光
協
会
・
藤
村
記
念
郷
が
座
談
会

合
併
5
年
を
迎
え
る
2
月
13
日
（
土
）
の
夜
、

馬
籠
集
会
所
に
於
い
て
、
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

中
山
道
馬
籠
宿
と
い
う
県
を
代
表
す
る
観
光

地
を
有
す
る
地
域
で
す
。
同
時
に
行
政
区
と
学
校

区
が
異
な
る
地
域
で
す
。
ど
う
い
う
地
域
に
し
て

い
く
事
が
よ
い
の
か
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
地
域
を
担
う
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
膝

を
交
え
て
話
し
合
う
試
み
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
見
え
て
き
た
も
の
は
、
『
藤
村
が
皆

の
心
の
故
郷
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
か
ら
藤
村

が
遠
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
寂
し
さ
を
感
じ

て
い
る
』
と
い
う
事
で
し
た
。

座
談
会
に
参
加
し
た
中
京
学
院
大
学
准
教
授

須
栗
先
生
は
、
「
地
域
に
馬
籠
、
藤
村
に
奥
深
い

思
い
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
文
化
を
守
る
意
識

か
ら
、
い
か
に
伝
え
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
る
時

期
に
き
て
い
る
。
自
分
達
の
故
郷
を
創
り
、
故
郷

を
感
じ
ら
れ
る
地
域
創
り
と
い
う
理
念
を
持
ち

な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
は
、
継
続
さ
れ
る
予
定
で
す
。

自
分
達
の
地
域
は
、
自
分
達
の
手
で
！

す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
で
す


三
地
区
（山
口
・坂
下
・川
上
）合
同
で

女
性
懇
談
会
開
催

馬
籠
地
域
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て


